
令和6年第2回定例会　6月6日～6月21日

▶特集　次号から表紙の題字が変わります!
▶一般会計補正予算　約３億６２５０万円を可決
・学校への相談に対応するコールセンターを
　教育委員会に設置
・牛久市・土浦市・つくば市・下妻市で
　ドライバーバンク・AIオンデマンド化実証実験　
・新型コロナウイルスワクチン　秋から定期接種　

広報常任委員がパチリ
①牛久自然観察の森の小川②牛久大仏と日の出
③カッパの像と稲荷川④近隣公園で遊ぶ子ども
たち⑤東みどり野区民会館の花壇とかっぱ号⑥
奥野地区の通学風景⑦住井すゑ文学館の桜の木

牛久市議会の情報は、ホームページでご覧いただけます。アクセスは、検索サイトから　　牛久市議会　　検索
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次号から表紙の題字が変わります！

　平成8年１月、牛久市誕生１０周年に創刊した牛久市議会だよりは、今回で１１９号を迎えました。
　創刊時はタブロイド版と呼ばれる普通の新聞紙の２分の１の大きさでした。令和５年４月発行の１１３
号からは広報うしくと同じ A4 版にそろえ、手に取ってもらいやすくまた読みやすい議会だよりに、
編集委員一同工夫を重ねてきました。
　そして１０月末発行の次号からは、表紙の題字を牛久市内に在住または在学している小中学生から
募集し、応募作品のなかから採用された作品を表彰し表紙の題字として活用します。

議会だよりの題字大募集!議会だよりの題字大募集!
小学生、 中学生の皆さん、

夏休みの課題として奮って応募してください。 

「議会だより　うしく」

創刊号が発行された平成８年
牛久市では
　▶田宮跨線橋が開通
　▶花水木通りが全線開通
日本では
▶スペースシャトルエンデ
バー打ち上げ、若田光一さん
が乗船し宇宙へ
　▶新たな祝日「海の日」施行

９１号から９６号の表紙写真は牛久
市内の各高校の写真部の皆さんに
撮影していただきました。
９２号は県立牛久高等学校写真部
による体育祭や野球部の熱戦の一
コマでした。

１１３号からA4 版となった議
会だよりでは、主に市民の
作品が表紙を飾っています。
１１８号は市内小中学校の特
別支援学級に学ぶ児童生徒
の作品でした。

応
募
資
格　

　
牛
久
市
内
在
住
ま
た
は
牛
久
市
立
学
校
に
在
学

し
て
い
る
小
学
生
、
中
学
生

応
募
方
法
　

①
　
題
字「
議
会
だ
よ
り
　
う
し
く
」を
横
書
き

②
　
応
募
作
品
数
　
ひ
と
り
１
作
品

③
　
仕
様
　
Ａ
４
サ
イ
ズ
、
用
紙
は
問
わ
な

い
。
毛
筆
に
限
ら
ず
、
ク
レ
ヨ
ン
、
水
彩

な
ど
何
で
も
可
。
パ
ソ
コ
ン
等
で
作
成
し

た
作
品
も
可
。

提
出
方
法

作
品
の
裏
側
右
下
に
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
も
）
を
記
入
し
て
提
出
。

応
募
先

　
牛
久
市
立
小
学
校
、
中
学
校
に
在
学
中
の
方
は

学
校
に
提
出
。個
人
で
応
募
す
る
方
は
、牛
久
市
役

所
４
階
議
会
事
務
局
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。(

持
参
の
場
合
は
平
日
の
み
受
付)

募
集
期
間

　
令
和
６
年
７
月
22
日
〜
９
月
６
日

応
募
上
の
注
意

　
未
発
表
の
も
の
で
、
既
存
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や

牛
久
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ラ
ー
シ
ク
」「
か
っ
ぱ

の
キ
ュ
ー
ち
ゃ
ん
」
の
使
用
は
し
な
い
こ
と
。

著
作
権
は
主
催
者
側
に
帰
属
し
、
作
品
は
議
会
だ

よ
り
の
題
字
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

審
査
・
表
彰

　
応
募
作
品
は
牛
久
市
議
会
に
お
い
て
審
査
し
採

用
さ
れ
た
作
品
を
表
彰
し
て
、
議
会
だ
よ
り
表
紙

の
題
字
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

応
募
状
況
等
は
議
会
だ
よ
り
で
発
表
予
定
で
す
。

詳
細
は
牛
久
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

令和 6 年 7 月 31 日　　牛久市議会だより　　第 119 号（ 2 ）
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

石原 幸雄 議員

柳井 哲也 議員

うしタクの委託先等の見直しは

仮称「牛久沼駅」の新設はどうか

答弁）委託契約の更新時に検討して参りたい

答弁）南部地区は自然環境保全ゾーンのため難しい

質
問
　

う
し
タ
ク
の
業
務
委
託
先

は
市
外
業
者
で
あ
る
一
方
で
実
際

の
運
行
業
務
は
市
内
の
タ
ク
シ
ー

業
者
が
担
っ
て
お
り
、
委
託
期
間

も
５
年
間
と
市
長
や
議
員
の
任
期

の
４
年
を
超
え
て
い
る
。
故
に
更

新
に
際
し
て
は
地
場
産
業
育
成
の

観
点
か
ら
委
託
先
と
し
て
市
内
業

者
を
優
先
す
る
こ
と
と
委
託
期
間

も
４
年
以
内
と
す
る
こ
と
に
留
意

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
更
新
時
に
は
委
託

先
と
し
て
市
内
業
者
を
優
先
す
る

こ
と
及
び
委
託
期
間
の
あ
り
方
も

検
討
し
て
い
く
。

本
庁
舎
の
建
て
替
え

質
問
　

現
在
の
庁
舎
は
設
置
以
来

半
世
紀
が
経
過
し
内
部
ス
ペ
ー
ス

が
狭
く
老
朽
化
も
目
立
つ
と
共
に

庁
舎
機
能
の
分
散
も
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
て
替
え

を
検
討
す
べ
き
と
の
声
が
あ
る
が
、

本
庁
舎
の
建
て
替
え
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
（
総
務
部
長
）
こ
の
度
、
劣

化
調
査
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
建
築
後
60
年
を

目
途
に
本
庁
舎
の
建
て
替
え
を
検

討
し
て
い
く
。

工
業
団
地
の
区
画
の

拡
充

質
問
　

桂
工
業
団
地
と
奥
原
工
業

団
地
の
区
画
は
飽
和
状
態
で
あ
る

が
、
圏
央
道
の
４
車
線
化
工
事
や

県
道
竜
ケ
崎
阿
見
線
バ
イ
パ
ス
の

整
備
が
着
々
と
進
行
中
で
あ
る
こ

と
、
又
、
本
市
の
地
盤
が
他
の
自

治
体
に
比
べ
て
強
固
で
あ
る
こ
と

等
を
踏
ま
え
れ
ば
、
企
業
誘
致
の

環
境
は
最
適
と
判
断
す
る
。
故
に

両
団
地
の
区
画
の
拡
充
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
長
）
現
在
、

茨
城
県
と
調
査
を
進
め
て
お
り
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
判
断
し
て

参
り
た
い
。

質
問
　

牛
久
市
は
首
都
圏
に
近
く

交
通
網
が
整
備
さ
れ
て
お
り
自
然

災
害
も
圧
倒
的
に
少
な
く
、
牛
久

駅
と
龍
ケ
崎
市
駅
間
の
東
側
に
は

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
等
に
利
活
用
で
き

る
土
地
が
豊
富
に
あ
る
。
常
磐
線

沿
線
で
唯
一
、
無
限
の
可
能
性
が

あ
る
ま
ち
と
い
え
る
。
本
市
に
良

質
な
宅
地
が
あ
れ
ば
ま
だ
人
口
増

加
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。答

弁
　
（
建
設
部
長)

可
能
性
は
十

分
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　

現
在
龍
ケ
崎
市
が
中
心
と

な
り
関
係
自
治
体
が
牛
久
沼
水
際

線
計
画
を
進
め
て
い
る
が
、「
牛
久

沼
駅
」
を
新
設
し
て
、
牛
久
沼
観

光
開
発
の
玄
関
口
に
し
て
は
ど
う

か
。答

弁
　

仮
に
本
市
の
南
端
に
新
駅

設
置
を
想
定
し
た
場
合
、
そ
の
区

域
の
ほ
と
ん
ど
が
自
然
環
境
保
全

ゾ
ー
ン
に
位
置
し
て
い
る
。
ま
た

本
年
４
月
に
県
よ
り
沼
周
辺
が
洪

水
浸
水
想
定
区
域
に

指
定
さ
れ
る
な
ど
ひ

た
ち
野
う
し
く
駅
と

は
立
地
条
件
が
異
な

り
、
新
駅
設
置
は
難
し
い
。

質
問
　

首
都
圏
に
あ
り
災
害
に
強

い
ま
ち
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
の

で
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
や
Ｉ
Ｔ
企
業
、
研
究
所
な
ど
を

誘
致
す
べ
き
で
は
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
長)

イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
は
魅

力
的
な
誘
致
対
象
に
な
る
。

奥
野
地
区
活
性
化
策

質
問
　

牛
久
大
仏
に
や
っ
て
来
ら

れ
た
お
客
様
対
策
は
。

答
弁
　
（
市
長) 

県
や
旅
行
事
業
者

等
と
相
談
し
な
が
ら
観
光
者
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
観
光

ツ
ア
ー
を
創
成
し
て
い
く
。

質
問
　

奥
野
地
区
は
農
業
体
験
を

し
な
が
ら
地
域
の
歴
史
や
文
化
を

学
ぶ
場
と
し
て
最
適
。
民
泊
の
可

能
性
は
。

答
弁
　
（
建
設
部
長
）
キ
ャ
ン
プ
場

や
農
家
民
泊
は
許
可
を
受
け
れ
ば

可
能
で
あ
る
。

牛久沼

昭和 49 年に建築された
本庁舎
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

塚原 正彦 議員 学び直しを育む新しい教育ビジョンを

答弁）地域で仕事と学びが循環する仕組みを検討

質
問
　

令
和
６
年
度
に
改
定
さ
れ

る
教
育
大
綱
で
は
、
人
生
百
年
時

代
に
お
い
て
仕
事
と
教
育
を
繰
り

返
す
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
と
い
う
視

点
か
ら
、
教
育
体
系
を
編
成
す
る

べ
き
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民

が
学
ぶ
喜
び
を
持
ち
、
学
び
で
自

分
を
変
え
る
意
欲
を
育
む
教
育
目

標
を
設
定
し
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
自
由
な
ス
タ
イ
ル
で
学
び
、

学
ん
だ
成
果
を
見
え
る
化
、
共
有

す
る
地
域
学
習
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
講
座
を
受
講
し

た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

た
り
な
ど
の
生
活
シ
ー
ン
に
組
み

込
ま
れ
た
学
び
を
見
え
る
化
す
る

「
学
び
の

ポ
イ
ン
ト

制
度
」、

地
域
教
育

活
動
の
担

い
手
に
専

門
講
座
を

提
供
し
、

学
び
と
活

動
成
果
を

記
録
し
て

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
促
す
「
ラ
イ
セ

ン
ス
制
度
」
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

　
教
育
委
員
会
の
枠
組
み
を
超
え

た
横
断
的
な
チ
ー
ム
に
よ
る
ビ

ジ
ョ
ン
と
学
び
の
モ
デ
ル
設
計
を

提
案
す
る
が
そ
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁
　
（
市
長
）
本
市
は
、
現
在
学

び
あ
い
の
考
え
方
を
転
換
し
た
総

合
計
画
と
教
育
大
綱
の
策
定
に
着

手
し
て
い
る
。
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
、

学
び
直
し
な
ど
を
視
野
に
入
れ
、

総
合
的
な
発
想
を
持
ち
、
本
市
の

現
状
や
社
会
の
状
況
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
観
点
か
ら
検
討
を
進
め
て
い

く
。

甲斐 徳之助 議員 インフラ施設の老朽化・耐震化は

答弁）整備計画に基づき老朽化・耐震化対策を行う

質
問
　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

能
登
半
島
地
震
で
は
水
の
供
給
や

下
水
道
処
理
な
ど
の
問
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
日
本
全

国
ど
こ
に
で
も
あ
り
得
る
状
況
だ
。

本
市
に
お
い
て
の
イ
ン
フ
ラ
の
災

害
対
策
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

上
下
水
道
の
対
策
を
問
う
。
老
朽

化
・
耐
震
化
の
対
策
は
ど
う
か
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
部
長
）
上
水

道
は
県
南
水
道
に
て
施
設
整
備
計

画
を
策
定
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

答
弁
　
（
建
設
部
次
長
）
下
水
道
は

点
検
調
査
・
修
繕
計
画
を
策
定
。

工
事
に
向
け
実
施
設
計
の
後
、
修

繕
工
事
を
行
う
。

質
問
　

４
月
よ
り
下
水
道
使
用
料

の
引
き
上
げ
に
な
っ
た
が
、
老
朽
・

耐
震
化
対
策
の
費
用
も
見
込
ん
で

い
る
か
。

答
弁
　

必
要
額
を
見
込
み
、
点
検

を
も
と
に
老
朽
化
の
著
し
い
箇
所

の
修
繕
計
画
を
行
う
。

質
問
　

値
上
げ
で
、
修
繕
等
の
財

源
は
担
保
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁
　

現
時
点
で
更
な
る
料
金
改

定
の
必
要
は
な
い
。
優
先
順
位
を

考
慮
し
対
応
す
る
。

質
問
　

管
渠
整
備
の
年
次
計
画
は

ど
の
よ
う
か
。

答
弁
　

上
水
道
は
県
南
水
道
で
計

画
に
基
づ
き
安
心
安
全
な
水
道
を

供
給
。
下
水
道
は
老
朽
化
し
た
管

渠
の
更
新
、
耐
震
化
に
つ
い
て
は

圧
送
管
等
の
耐
震
化
実
施
も
行
う
。

質
問
　

財
政
面
は
ど
う
か
。

答
弁
　

国
の
補
助
金
活
用
と
起
債

発
行
を
合
わ
せ
進
め
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
カ
ー

ド
導
入
の
進
捗

質
問
　

こ
れ
ま
で
議
会
質
問
し
て

き
た
が
事
業
の
実
施
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
―

ポ
ン
券
の
電
子
化
へ
の
移
行
を
検

討
し
て
い
る
。

質
問
　

チ
ャ
ー
ジ
し
日
々
使
え
る

シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
次
長
）
電
子

化
以
降
に
導
入
す
る
。

学び直しをして、仕事をつくる代表的な３つの
生き方があります。このような人材を育むに
は、「無形の資産」の価値を理解し、未来へ
の意欲を育む社会装置が必要です。

給水設備（岡見ポンプ場）



（ 5 ）第 119 号　　牛久市議会だより　　令和 6 年 7 月 31 日

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

鈴木 勝利 議員

山本 伸子 議員

災害時のトイレの確保・管理は

たまり場の運用や補助金の見直しを

答弁）確保はできているが、管理面は検討していく

答弁）今年度中に明確な基準を設け、来年度運用へ

質
問
　

内
閣
府
が
策
定
し
た
「
避

難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
確
保
・
管

理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
た
「
災

害
時
の
ト
イ
レ
確
保
・
管
理
計
画
」

は
作
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
（
市
民
部
長
）
作
成
し
て
い

な
い
が
、
茨
城
県
南
部
地
震
が
起

き
た
際
に
想
定
さ
れ
る
避
難
所
に

お
け
る
避
難
者
数
か
ら
計
算
し
て

も
、
確
保
状
況
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
携
帯
ト
イ
レ
数
も
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
。

質
問
　

管
理
・
運
用
面
は
ど
う
か
。

答
弁
　

今
後
検
討
し
て
い
く
。

奨
学
金
返
還
支
援
制
度

の
導
入
を

質
問
　

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の

県
内
で
の
実
施
状
況
は
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
令
和

６
年
４
月
時
点
で
19
市
町
村
が
実

施
し
て
い
る
。

質
問
　

本
市
の
対
応
は
。

答
弁
　

令
和
５
年
６
月
時
点
で
全

国
で
42
都
道
府
県
、
７
１
７
市
町

村
が
導
入
し
て
い
る
。
本
市
は
現

段
階
で
は
導
入
予
定
は
な
い
が
、

引
き
続
き
調
査
し
て
い
く
。

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の

導
入
を

質
問
　

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
庁

舎
窓
口
に
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
耳
に

入
れ
て
使
わ
な
い
と
い
う
点
で
も

衛
生
管
理
が
し
や
す
く
、
窓
口
で

の
利
用
に
適
し
て
い
る
一
方
で
、

電
気
信
号
の
伝
導
経
路
の
関
連
で

加
齢
性
難
聴
の
方
に
は
十
分
に
効

果
を
感
じ
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
設
置
し
て
い

る
自
治
体
の
状
況
や
有
効
な
活
用

に
つ
い
て
調
査
し
、
検
討
し
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

〇
給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

質
問
　

た
ま
り
場
補
助
金
の
交
付

要
件
に
年
間
３
分
の
２
以
上
集
会

所
を
開
放
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

規
模
の
小
さ
な
行
政
区
に
は
こ
の

要
件
で
開
放
す
る
こ
と
が
厳
し
い

と
聞
く
。
ま
た
行
政
区
の
規
模
に

か
か
わ
ら
ず
補
助
金
額
が
月
額

７
万
円
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
使

途
が
不
明
確
で
行
政
区
の
判
断
と

な
っ
て
お
り
不
公
平
感
も
あ
る
が
。

答
弁
　
（
市
民
部
次
長
）
要
件
が
厳

し
く
た
ま
り
場
活
動
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
は
本
意
で
は
な
い
。
地

域
の
実
情
に
合
っ
た
運
用
が
し
や

す
い
よ
う
、
要
件
の
緩
和
も
考
慮

す
る
。
ま
た
補
助
金
額
等
に
つ
い

て
も
今
年
度
に
明
確
な
基
準
を
設

け
、
来
年
度
か
ら
の
運
用
を
目
指
す
。

質
問
　

総
合
計
画
に
は
「
た
ま
り

場
を
誰
で
も
利
用
で
き
多
世
代
が

交
流
す
る
場
と
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
す
」
と
あ
る
が
現
状
は
ど
う
か
。

答
弁
　

子
ど
も
食
堂
の
ほ
か
、
夏

休
み
の
宿
題
の
場
と
し
て
エ
ア
コ

ン
の
き
い
た
集
会
所
を
開
放
し
て

い
る
事
例
も
あ
る
。
し
か
し
子
ど

も
や
子
育
て
世
代
の
定
期
的
な
利

用
は
少
な
い
状
況
。

計
画
的
な
市
役
所
の

職
員
数
と
人
件
費

質
問
　

自
治
体
は
業
務
量
に
応
じ

た
職
員
数
を
確
保
す
る
一
方
で
、

人
件
費
の
財
政
に
及
ぼ
す
影
響
も

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市

の
職
員
数
と
人
件
費
の
バ
ラ
ン
ス

の
考
え
方
は
。
ま
た
そ
の
計
画
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁
　
（
総
務
部
次
長
）
歳
出
総
額

に
占
め
る
総
人
件
費
の
割
合
を
現

状
レ
ベ
ル
以
下
に
抑
制
す
る
こ
と

で
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

継
続
し
て
い
く
。

答
弁
　
（
市
長
）
職
員
数
の
採
用
計

画
は
あ
る
が
、
将
来
市
の
財
政
運

営
を
考
え
た
場
合
、
職
員
数
と
あ

わ
せ
総
人
件
費
も
考
慮
し
て
い
く
。

松ヶ丘自治会館で行われている子ども
食堂「ふれあいキッズ」
有志による子どもたちへの食事作りが
行われていた
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

黒木 のぶ子 議員 高齢者へタクシー運賃の助成を

答弁）運賃の助成を含め引き続き検討していく

質
問
　

路
線
バ
ス
の
廃
止
や
か
っ

ぱ
号
の
減
便
で
、
交
通
弱
者
の
高

齢
者
の
移
動
手
段
に
支
障
が
出
て

い
る
。
利
便
性
の
あ
る
タ
ク
シ
ー

運
賃
の
助
成
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

導
入
は
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
長
）
今
年
度

か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
バ
ン
ク
の
創
設

と
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ

ン
ド
を
活
用
し
た

実
証
実
験
を
行
い
、

高
齢
者
を
含
め
た

交
通
弱
者
の
課
題

解
消
を
図
る
た
め
、

タ
ク
シ
ー
運
賃
の

助
成
も
含
め
検
討

し
て
い
く
。

先
進
自
治
体
へ
の
視
察

研
修
、
職
員
と
議
員
と

合
同
で

質
問
　

牛
久
市
も
出
生
数
が
激
減

し
今
後
の
人
口
増
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
多
角
的
視
点
で
執
行
実
務

を
担
う
市
職
員
と
、
議
員
と
が
先

進
自
治
体
へ
共
に
視
察
研
修
を
行

う
こ
と
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
先
進
自
治
体
へ
の

視
察
研
修
は
職
員
の
見
識
を
広
げ
、

行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
機
会
と

し
て
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、
過
去
に
議
会
か
ら

視
察
に
関
し
職
員
同
行
の
廃
止
の

申
し
入
れ
が
あ
り
、
同
行
は
控
え

て
い
る
。

質
問
　

年
数
の
経
過
や
コ
ロ
ナ
禍

を
過
ご
す
中
で
、
社
会
通
念
や
自

治
体
の
あ
り
よ
う
の
変
化
も
あ
り
、

職
員
と
の
視
察
研
修
は
意
義
が
あ

る
と
考
え
る
。
議
会
の
申
し
入
れ

に
よ
り
実
施
さ
れ
る
と
の
判
断
で

良
い
の
か
。

答
弁
　

議
会
の
見
直
し
申
し
入
れ

の
議
論
を
待
っ
て
、
総
合
的
に
判

断
す
る
。

孤
立
・
孤
独
対
策

推
進
法
に
基
づ
く
対
策

質
問
　

孤
立
・
孤
独
は
誰
に
も
生

じ
る
と
し
て
、
そ
の
対
策
を
国
や

地
方
自
治
体
の
責
務
と
し
、
国
は

予
算
化
し
て
自
治
体
の
対
策
喚
起

を
示
し
て
い
る
が
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
長
）
問
題
に

迅
速
に
対
応
し
支
援
す
る
。

加藤 政之 議員 マイナンバーカードの健康保険証への利用は

答弁）マイナ保険証に移行する周知を徹底していく

質
問
　

政
府
は
今
年
の
12
月
２
日

に
、
紙
の
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
、

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
完
全
移
行
を

進
め
る
と
し
て
い
る
が
、
本
市
の

現
在
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
率

と
利
用
率
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
国
民

健
康
保
険
加
入
者
の
マ
イ
ナ
保
険

証
登
録
率
は
60
・
２
％
、
マ
イ
ナ

保
険
証
の
利
用
率
は
12
・
２
％
と

な
っ
て
お
り
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
加
入
者
の
マ
イ
ナ
保
険
証
登

録
率
は
57
・
６
％
、
マ
イ
ナ
保
険

証
利
用
率
は
5.3
％
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
取
得
で

き
な
い
方
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。答

弁
　

取
得
で
き
な
い
方
に
つ
い

て
は
、
資
格
確
認
書
を
交
付
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
被
保
険
者
資
格

を
確
認
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
資
格
確
認
書
の
交
付
に

つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
取

得
し
て
い
な
い
方
に
は
、
原
則
本

人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
交
付
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
経
過

措
置
と
し
て
当
分
の
間
は
、
本
人

か
ら
の
申
請
が
な
く
て
も
、
保
険

者
か
ら
自
動
的
に
交
付
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

質
問
　

紙
の
健
康
保
険
証
の
廃
止

と
マ
イ
ナ
保
険
証
の
周
知
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁
　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、

広
報
う
し
く
８
月
１
日
号
に
も
掲

載
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
７

月
上
旬
に
郵
送
す
る
予
定
で
あ
る

国
民
健
康
保
険
証
に
同
封
し
て
、

紙
の
健
康
保
険
証
の
廃
止
と
マ
イ

ナ
保
険
証
に
移
行
す
る
こ
と
へ
の

周
知
を
徹
底
し
て
い
く
。
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

磯山 和男 議員

小松崎 伸 議員

グリーンファームの経営回復は

牛久市の道路行政は

答弁）経費削減と作物の転換、農閑期の収入確保

答弁）ドローンやレーザー等新技術をより採用する

質
問
　

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
の
担

う
役
割
は

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
次
長
）
新
規

就
農
者
の
育
成
を
目
的
と
し
、
農

業
の
課
題
で
あ
る
「
耕
作
放
棄
地
・

後
継
者
不
足
の
解
消
」、「
地
産
地

消
の
推
進
」、「
地
域
貢
献
」
を
担
う
。

こ
れ
ま
で
に
、
担
い
手
の
な
い
農

地
の
借
り
上
げ
、
管
理
・
耕
作
す

る
こ
と
で
耕
作
放
棄
地
を
未
然
に

防
止
、
同
社
か
ら
の
独
立
就
農
者

に
よ
る
若
手
従
業
員
へ
の
営
農
指

導
、
学
校

給
食
用
の

菜
種
油
の

製
造
、
パ

ン
や
麺
の

原
料
小
麦

の
栽
培
な

ど
を
行
っ

て
き
て
い

る
。質

問
　

直
接
に
は
経
営
に
結
び
つ

か
な
い
こ
と
で
も
取
り
組
も
う
と

す
る
こ
と
は
あ
る
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
地
域
や
地
元
農
業

者
な
ど
と
連
携
し
そ
の
存
在
意
義

を
高
め
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、

同
社
事
務
所
前
の
通
学
路
を
登
校

す
る
子
供
の
見
守
り
、
農
業
体
験

を
通
し
た
学
校
へ
の
食
育
活
動
、

地
元
農
業
者
か
ら
農
作
物
の
提
供

を
受
け
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
に
参
画
し
牛
久
農
作
物
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

岡
見
地
区
の
公
共
交
通

質
問
　

当
地
区
は
、
か
っ
ぱ
号
の

運
行
は
な
く
、
路
線
バ
ス
も
便
数

が
少
な
く
土
日
は
運
休
で
あ
る
。

改
善
の
考
え
は
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
長
）
働
き
方

改
革
に
よ
る
運
転
手
不
足
の
状
況

下
、
か
っ
ぱ
号
の
新
規
ル
ー
ト
や

増
便
、
う
し
タ
ク
の
台
数
増
も
困

難
で
あ
る
。
今
後
「
ド
ラ
イ
バ
ー

バ
ン
ク
の
創
設
」、「
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ

マ
ン
ド
を
活
用
し
た
自
家
用
有
償

旅
客
運
送
」
の
実
証
実
験
に
よ
り

運
転
手
確
保
や
新
移
動
手
段
の
導

入
を
図
り
、
地
域
公
共
交
通
の
改

善
、
拡
充
に
つ
な
が
る
よ
う
進
め
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

〇 

旧
奥
野
小
学
校
の
利
活
用
に
つ

い
て

質
問
　

市
道
に
お
け
る
危
険
個
所

の
把
握
や
抽
出
は
。

答
弁
　
（
建
設
部
次
長
）
職
員
に
よ

る
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
か
ら
の
情
報
、
ま
た

通
学
路
に
お
い
て
は
、
学
校
、
牛

久
市
、
警
察
署
、
竜
ケ
崎
工
事
事

務
所
共
同
で
の
毎
年
の
合
同
点
検

を
実
施
し
て
い
る
。

質
問
　

安
全
対
策
を
実
施
す
る
上

で
の
課
題
は
。

答
弁
　

対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
困

難
な
個
所
で
は
、
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル

や
反
射
板
の
設
置
等
ハ
ー
ド
対
策

に
合
わ
せ
、
見
守
り
活
動
の
充
実

や
通
学
路
の
変
更
等
ソ
フ
ト
対
策

を
検
討
。

質
問
　

安
全
対
策
の
今
後
の
予
定
に

つ
い
て
は
。

答
弁
　

市
内
で
は
、
国
道
６
号
バ

イ
パ
ス
や
県
道
竜
ケ
崎
阿
見
線
バ

イ
パ
ス
等
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
進
捗
状
況
に
よ
っ
て

市
内
の
交
通
状
況
も
変
化
す
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実
施

し
て
い
く
。

質
問
　

こ
れ
ま
で
の
道
路
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
、
長
寿
命
化
対
策
は
。

答
弁
　

舗
装
の
打
ち
換
え
や
区
画

線
の
引
き
直
し
、
橋
梁
の
修
繕
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。
現
在
の
交
通

量
に
耐
え
う
る
構
造
と
な
る
よ
う

舗
装
の
下
部
か
ら
変
更
、
改
良
し

長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
　

点
検
結
果
を
反
映
し
た
計

画
の
策
定
は
。

答
弁
　

点
検
結
果
を
基
に
舗
装
修

繕
計
画
や
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
を

策
定
し
、
予
防
保
全
的
な
修
繕
を

実
施
す
る
。

質
問
　

新
技
術
を
採
用
し
、
経
費

削
減
を
図
る
こ
と
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

画
像
解
析
、
埋
設
型
伸
縮
装
置
を

採
用
し
て
お
り
、
今
後
も
新
技
術

を
積
極
的
に
採
用
し
て
い
く
。

農業の将来を担うグリーンファームの若き精鋭達

カラー舗装などの安全対策が施された通学路
（市道５号線）
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

杉森 弘之 議員 関連死ゼロと原子力災害対策

答弁）30 ㎞圏外であり、現在計画はない

質
問
　

能
登
半
島
地
震
で
も
心
配

さ
れ
る
が
、
東
日
本
大
震
災
で
は

災
害
関
連
死
が
３
８
０
０
人
を
超

え
、
関
連
死
の
過
半
数
が
劣
悪
な

避
難
所
生
活
が
原
因
と
い
う
。
被

災
者
の
権
利
と
支
援
の
最
低
基
準

を
定
め
た
国
際
基
準
の
ス
フ
ィ
ア

基
準
は
、
キ
ッ
チ
ン
・
入
浴
・
衛

生
設
備
と
は
別
に
１
人
3.5
㎡
以
上

の
広
さ
、
ト
イ
レ
は
20
人
に
１
つ

以
上
、
女
性
ト
イ
レ
と
男
性
ト
イ

レ
の
比
率
は
３
対
１
。
イ
タ
リ
ア

で
は
、
緊
急
時
に
は
ト
ラ
ッ
ク
等

で
48
時
間
以
内
に
必
要
物
資
が
届

け
ら
れ
、
食
堂
が
設
営
さ
れ
、
調

理
師
の
温
か
い
料
理
が
ふ
る
ま
わ
れ

る
と
い
う
。
関
連
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

牛
久
市
の
避
難
所
設
置
基
準
は
。

答
弁
　
（
市
民
部
長
）
ス
ペ
ー
ス
は

１
人
3.5
㎡
、
ト
イ
レ
は
20
～
27
人

に
１
つ
で
あ
る
。

東
海
第
二
原
発
再
稼
働

の
動
き

質
問
　

原
子
力
災
害
へ
の
対
策
は
、

法
令
で
も
市
町
村
の
責
務
と
し
て

規
定
さ
れ
て
い
る
。
東
海
第
二
原

発
と
い
う
特
別
に
危
険
な
老
朽
原

発
の
再
稼
働
の
動
き
が
強
ま
る
中

で
、
そ
の
必
要
性
は
増
し
て
い
る
が
。

答
弁
　
（
市
民
部
長
）
原
子
力
災
害

対
策
指
針
で
防
災
対
策
を
講
じ
る

重
点
区
域
の
範
囲
を
原
発
か
ら
30

㎞
圏
内
と
し
て
お
り
、
牛
久
市
は
30

㎞
圏
外
で
あ
り
、
現
在
計
画
は
な
い
。

質
問
　

30
㎞
圏
外
で
あ
る
こ
と
で

安
心
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
で
は

１
０
０
㎞
圏
の
避
難
地
域
を
設
定

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
　

重
大
な
原
子
力
事
故
が
発

生
し
た
場
合
、
放
射
性
プ
ル
ー
ム

の
通
過
に
伴
う
放
射
能
汚
染
の
恐

れ
は
否
定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

必
要
に
応
じ
て
屋
内
退
避
の
措
置

を
講
じ
る
こ
と
が
当
市
に
お
け
る

原
子
力
災
害
対
策
と
な
る
。

水梨 伸晃 議員 小中学校体育館への空調設備の予定は？

答弁）校舎の空調設備を更新することが喫緊の課題

質
問
　

文
科
省
が
行
っ
て
い
る
国
庫

補
助
金
等
の
支
援
制
度
を
利
用
し
て

市
内
公
立
小
中
義
務
教
育
学
校
体

育
館
へ
の
空
調
整
備
の
予
定
は
あ
る

の
か
伺
う
。

答
弁
　
（
市
長)

現
在
普
通
教
室
を

中
心
に
設
置
し
て
い
る
空
調
設
備

も
設
置
後
15
年
以
上
経
過
し
て
い

る
も
の
が
多
く
、
実
際
に
不
具
合

が
発
生
し
て
い
る
。
今
後
は
校
舎

の
空
調
設
備
を
最
新
の
も
の
に
更

新
す
る
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
て

い
る
。

市
子
連
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を

市
内
全
子
ど
も
会
対
象
に

質
問
　

牛
久
市
に
居
住
が
あ
り
子
ど

も
会
に
加
入
で
き
る
年
齢
で
あ
る
市

内
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
人
数

は
約
４
２
０
０
名
だ
が
、
現
在
牛
久

市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会（
市
子
連
）

に
加
入
し
て
い
る
人
数
を
伺
う
。

答
弁
　
（
教
育
部
長)

令
和
６
年
度

は
８
５
８
名
。

質
問
　

子
ど
も
会
に
入
り
た
い
も
の

の
、
住
ん
で
い
る
地
域
に
子
ど
も
会

が
存
在
し
な
い
子
ど
も
や
、
子
ど
も

会
に
加
入
し
て
い
る
が
、
市
子
連
に

加
入
し
て
い
な
い
為
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
で
き
な
い
子
ど
も
も
い
た
こ
と
か

ら
、
全
て
の
子
ど
も
が
参
加
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
に
す
る
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

答
弁
　

市
内
全
域
の
子
ど
も
会
加

入
対
象
者
向
け
の
行
事
と
な
る
よ

う
市
子
連
の
役
員
と
共
に
計
画
を

す
す
め
て
い
る
。

今
後
は
、
保
護

者
の
負
担
感
を

軽
減
で
き
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト

の
準
備
も
含
め
、

子
ど
も
会
の
あ

り
か
た
に
つ
い

て
も
役
員
と
協

議
し
て
い
く
。

「
で
あ
イ
バ
」

質
問
　

少
子
化
対
策
の一環
と
し
て
、

茨
城
県
の
公
的
な
結
婚
支
援
サ
ー
ビ

ス
「
で
あ
イ
バ
」
入
会
登
録
料
の
助

成
を
す
る
べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
弁
　
（
市
民
部
次
長)

民
間
の
結

婚
相
談
所
と
比
較
す
る
と
格
段
に

安
い
こ
と
か
ら
、
考
え
て
い
な
い
。
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

質
問
　

人
口
減
少
時
代
に
選
ば
れ

続
け
る
ま
ち
で
あ
る
た
め
に
、
牛
久

市
の
持
つ
価
値
、
強
み
を
抽
出
し
、

市
の
内
外
に
共
感
、
共
鳴
、
伝
播

さ
せ
て
い
く
た
め
の
戦
略
と
し
て

※
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
有
効
と

考
え
る
が
。

答
弁
　
（
市
長
公
室
長
）
市
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
が
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
の
拠
り
所
と
な
る
よ
う
、
対

外
的
に
発
信
す
る
市
の
魅
力
や
強

み
を
整
理
し
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を

高
め
る
努
力
を
す
る
。

質
問
　

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
成
功

さ
せ
る
に
は
発
信
す
る
情
報
に
一

貫
性
を
持
た
せ
、
イ
メ
ー
ジ
を
定

着
、
浸
透
さ
せ
て
い
く
広
報
戦
略

も
必
要
だ
が
。

答
弁
　

真
面
目
に
正
し
く
伝
え
る

と
い
う
従
来
の
「
守
り
」
の
広
報

か
ら
、
若
年
層
に
も
訴
求
で
き
る

動
画
等
も
活
用
し
な
が
ら
「
攻
め
」

の
広
報
に
努
め
る
。

質
問
　

全
国
各
地
に
は
地
域
活
性

化
の
立
役
者
と
し
て
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が

活
躍
し
て
い
る
。
当
市
の
ラ
ー
シ
ク

は
使
用
に
制
限
が
あ
り
、
市
民
に
も

浸
透
し
て
い
な
い
。
課
題
は
何
か
。　

答
弁
　

ラ
ー
シ
ク
は
契
約
上
い
く

つ
か
の
制
限
が
課
せ
ら
れ
、
誰
も

が
自
由
に
使
用
で
き
る
状
況
に
は

な
い
。
作
者
か
ら
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

保
護
の
た
め
人
格
権
を
手
放
す
こ

と
は
で
き
な
い
と
の
意
思
が
示
さ

れ
て
い
る
。

質
問
　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
も
新
た
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
誕
生

さ
せ
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　

市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
上
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
持
つ

影
響
力
は
大
き
い
。
市
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
合
致
し
た
新
た
な
広

告
塔
を
市
民
参
加
で
誕
生
さ
せ
て

い
く
こ
と
も
大
き
な
意
味
を
持
つ

と
認
識
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

メ
リ
ッ

ト
を
検

証
し
早

急
に
結

論
を
導

い
て
い

き
た
い
。

※
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は

地
域
の
魅
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、

観
光
や
移
住
な
ど
に
よ
る
地
域
活
性

化
を
促
す
た
め
の
戦
略
的
な
取
り
組

み

公式
キャラクター
ラーシク

観光協会
キャラクター
キューちゃん

出澤 大 議員

須藤 京子 議員

本市の一人当たり市内総生産は？

市の強みをブランド化する戦略を

答弁）307 万円で県内 44 市町村中 38 位である

答弁）市の優位性をブランディングすることは有効

質
問
　

本
市
の一人
当
た
り
市
民
総

生
産
は
3
0
7
万
円
で
、
県
内
44

市
町
村
中
38
位
と
の
事
だ
が
、
こ
の

結
果
を
ど
の
よ
う
に
分
析
す
る
か
？

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
長
）
結
果
の

詳
細
に
つ
い
て
の
分
析
に
は
至
っ

て
い
な
い
が
、
阿
見
町
と
比
較
し

た
場
合
に
は
事
業
所
数
は
牛
久
市

よ
り
も
少
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

総
生
産
高
は
牛
久
よ
り
も
多
い
と

い
う
結
果
か
ら
、
阿
見
町
に
は
比

較
的
大
規
模
な
事
業
所
の
立
地
が

多
い
と
い
う
事
が
要
因
の
一
つ
で

は
な
い
か
と
捉
え
て
い
る
。

本
市
の
企
業
誘
致
は

質
問
　

そ
の
事
も
要
因
の
一
つ
だ

が
、
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６
割
が
個

人
消
費
と
言
わ
れ
て
い
る
事
か
ら
、

市
内
に
流
入
し
還
流
す
る
お
金
の

量
が
少
な
く
、
逆
に
市
外
に
流
出

し
て
し
ま
う
お
金
の
量
が
多
く
、

市
内
の
消
費
活
動
が
良
く
な
い
結

果
を
表
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
る
。

　
次
に
企
業
誘
致
に
つ
い
て
だ
が
、

牛
久
・
阿
見
イ
ン
タ
ー
付
近
は
工

場
や
倉
庫
の
誘
致
に
適
し
て
い
る

と
思
う
が
、
阿
見
町
に
比
べ
本
市

の
取
り
組
み
は
積
極
性
に
欠
け
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ま
で
市
内

の
工
業
団
地
に
は
空
き
が
な
い
と

答
弁
さ
れ
て
き
た
と
思
う
が
、
空

き
が
な
け
れ
ば
整
備
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
？

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
長
）
新
た
な

産
業
用
地
の
整
備
に
向
け
、
県
と

の
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
情
報

共
有
を
進
め
て
い
る
。
県
と
連
携

す
る
事
で
県
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や

情
報
の
活
用
、
並
び
に
市
の
財
政

負
担
の
軽
減
を
図
る
事
が
で
き
、

現
在
は
市
内
の
複
数
の
候
補
地
に

つ
い
て
開
発
可
能
性
調
査
を
実
地

し
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

〇
地
域
起
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

総生産額(R2) 総生産額(R3) R2・R3増減(%) 人口(R3.1.1) 一人あたり総生産(R3)
五霞町 1215万2654円
東海村 915万1553円
神栖市 891万2470円
鹿嶋市 758万4253円
古河市 743万3572円
つくば市 650万8443円
大洗町 599万4898円
日立市 585万4613円
常総市 584万4654円
阿見町 578万3233円
つくばみらい市 528万6893円
美浦村 512万9575円
北茨城市 504万0913円
土浦市 493万7363円
水戸市 271,380 489万8298円
ひたちなか市 487万4221円
筑西市 485万9897円
小美玉市 480万9950円
坂東市 465万1727円
下妻市 456万2014円
茨城町 454万0628円
高萩市 449万2930円
境町 445万8802円
八千代町 443万5039円
守谷市 426万2739円
結城市 418万4060円
かすみがうら市 407万5243円
稲敷市 399万6885円
石岡市 384万9339円
龍ヶ崎市 376万4199円
常陸大宮市 367万3319円
笠間市 351万1416円
鉾田市 339万4934円
取手市 329万4603円
行方市 326万5729円
大子町 316万9036円
牛久市 304万4728円
桜川市 302万6646円
潮来市 298万0480円
那珂市 283万9824円
河内町 268万1278円
城里町 266万5470円
常陸太田市 235万4907円
利根町 156万9789円

501万5030円44市町村平均

※人口を計測した時期によって一人あたり総生産に多少の誤差があります。

茨城県内の自治体の令和３年度市内総生産(一人当たり)

（茨城県市町村民経済計算の
概要の数値に基づき本人作成）
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

大森 和夫 議員 避難所となる体育館の冷暖房工事は

答弁）教室エアコンの更新（９年）を優先

質
問
　

小
中
学
校
体
育
館
の
断
熱

冷
暖
房

設
置
に

国
か
ら

の
75
％

補
助
金

の
活
用

を
。答

弁
　
（
市
長
）
補
助
金
よ
り
も
改

修
の
優
先
度
で
判
断
す
る
。

質
問
　

小
中
学
校
の
不
登
校
の
人

数
と
原
因
、
対
応
は
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
小
学

校
78
人
、
中
学
校
１
２
４
人
で
高

学
年
に
向
け
増
加
傾
向
で
、
原
因

は
無
気
力
や
不
安
、
生
活
リ
ズ
ム

の
乱
れ
な
ど
が
あ
る
。
対
応
と
し

て
中
学
校
内
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

の
充
実
や
不
登
校
保
護
者
の
会
で

連
携
強
化
を
行
っ
て
い
く
。

学
び
あ
い
の
教
育
方
針

変
更

質
問
　

具
体
的
な
変
更
内
容
と
そ

の
進
め
方
で
現
場
の
戸
惑
い
が
あ

る
が
。

答
弁
　
（
教
育
長
）
授
業
形
態
を
ね

ら
い
や
発
達
段
階
に
応
じ
柔
軟
に

し
、
課
題
の
ま
と
め
や
振
り
返
り

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
や
、

積
極
的
に
先
生
が
説
明
を
し
た
り
、

生
徒
が
個
人
で
考
え
工
夫
し
て

ノ
ー
ト
を
と
る
こ
と
に
時
間
を
か

け
て
い
く
。
変
更
に
つ
い
て
は
校

長
会
は
じ
め
関
係
者
に
説
明
会
を

実
施
し
、
保
護
者
へ
は
Ｈ
Ｐ
で
周

知
を
し
た
。
足
り
な
い
と
こ
ろ
が

あ
れ
ば
説
明
も
必
要
と
考
え
る
。

市
役
所
職
員

質
問
　

職
員
定
数
、
欠
員
、
令
和

５
年
度
採
用
実
績
と
令
和
６
年
度

採
用
計
画
は
。

答
弁
　
（
総
務
部
次
長
）
令
和
10
年

度
定
数
４
３
０
人
を
目
標
と
し
て

い
る
。
令
和
５
年
度
は
48
人
採
用
、

令
和
６
年
度
は
29
人
程
度
の
採
用

予
定
で
あ
る
。

質
問
　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
賃

金
・
社
会
保
険
や
厚
生
年
金
は
ど

の
よ
う
か
。

答
弁
　

茨
城
県
の
最
低
賃
金

９
５
３
円
以
上
の
時
給
１
１
０
０

円
と
し
て
お
り
、
社
会
保
険
及
び

厚
生
年
金
は
法
基
準
を
順
守
し
、

適
用
し
て
い
る
。

遠藤 憲子 議員 国保税で子ども均等割の免除を

答弁）実現は困難である

質
問
　

県
は
国
保
税
を
２
方
式
に
統

一
し
、
さ
ら
に
５
億
円
を
各
市
町
村

の
20
才
未
満
の
人
数
で
補
助
金
を
交

付
。
市
も
18
才
ま
で
の
均
等
割
を
半

額
に
し
た
。
国
は
未
就
学
児
の
み
を

対
象
だ
が
、
市
の
減
免
額
は
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長)

減
免

額
は
未
就
学
児
７
８
６
人
で

６
３
４
万
５
千
円
。
就
学
児
～
18

歳
ま
で
は
３
１
６
人
で

２
７
１
万
１
６
６
０
円
で
あ
る
。

質
問
　

７
割
・
５
割
・
２
割
の
法
定

減
免
の
市
負
担
額
は
。

答
弁
　

世
帯
所
得
に
よ
り
軽
減
さ

れ
る
。
均
等
割
対
象
者
は
８
２
１
８

人
で
、
市
の
負
担
は
全
体
の
４
分

の
１
で
約
３
４
０
３
万
円
で
あ
る
。

質
問
　

国
は
市
が
独
自
減
免
等
実

施
の
自
治
体
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
廃

止
し
た
。
子
ど
も
均
等
割
は
他
の
社

会
保
険
に
な
い
。
免
除
の
考
え
は
。

答
弁
　

子
ど
も
均
等
割
免
除
で
は

約
１
３
４
０
万
円
が
見
込
ま
れ
る
。

他
に
子
育
て
支
援
事
業
の
実
施
も

あ
り
困
難
で
あ
る
。

熱
中
症
対
策

質
問
　
「
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー

ト
」
の
運
用
が
４
月
よ
り
開
始
さ
れ

た
。
熱
中
症
に
よ
る
重
大
な
健
康
被

害
の
お
そ
れ
や
暑
さ
指
数
に
よ
り
発

表
さ
れ
る
。
市
、
学
校
で
の
対
応
は
。

答
弁
　
（
市
民
部
長
）
防
災
無
線
、

ア
プ
リ
、
か
っ
ぱ
メ
ー
ル
等
で
周

知
す
る
。
庁
内
の
各
課
と
連
携
し

運
用
す
る
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
ア

ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
、
か
つ
、
市

内
各
校
の
測
定
器
の
暑
さ
指
数
が

高
く
な
る
と
想
定
さ
れ
る
場
合
、

今
後
、
休
校
の
措
置
も
検
討
す
る
。

質
問
　

市
の
施
設
に
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
６
月
17
日
、
９
施

設
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と

し
て
指
定
し
た
。
開
設
希
望
の
民

間
施
設
の
募
集
も
始
め
た
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

〇 

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
利

用
料
の
軽
減
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
改
善

学校の体育館
（イメージ写真 AC）

市役所本庁舎に
設置されている
クーリングシェ
ルターの案内
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

髙嶋 基樹 議員

伊藤 裕一 議員

除草作業における本市の対応は？

市独自の介護事業所支援策を

答弁）繁茂に対し適正に実施できるよう努めている

答弁）総合事業単位数据置、物価高騰補助金を交付

質
問
　

除
草
作
業
の
相
談
先
は
。

答
弁
　
（
建
設
部
長
）
管
理
す
る
部

署
が
多
岐
に
渡
る
こ
と
か
ら
、
市

役
所
に
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
担

当
課
へ
ご
案
内
す
る
。
県
や
国
の

管
理
の
場
合
も
、
市
か
ら
担
当
機

関
へ
連
絡
す
る
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
次
長
）
空
き

地
の
対
象
が
私
有
地
の
場
合
、
所

有
者
へ
依
頼
通
知
を
し
、
改
善
さ

れ
な
い
場
合
、
冬
期
の
枯
草
火
災

の
危
険
性
も
あ
り
、
牛
久
消
防
署

に
通
知
を
依
頼
を
し
て
い
る
。

質
問
　

除
草
作
業
の
時
期
は
。

答
弁
　

雑
草
が
繁
茂
す
る
６
月
か

ら
10
月
に
か
け
て
、
場
所
に
応
じ

て
３
回
前
後
の
除
草
を
実
施
。
空

き
地
に
つ
い
て
も
同
期
間
に
お
い

て
年
２
回
実
施
。

質
問
　

他
に
市
民
が
除
草
作
業
を

担
っ
て
い
る
範
囲
は
。

答
弁
　

区
民
会
館
及
び
そ
の
敷
地

に
つ
い
て
は
、
各
行
政
区
で
管
理

の
一
環
と
し
て
除
草
作
業
を
実
施

し
て
い
る
。
そ
の
他
市
が
管
理
す

る
公
園
や
緑
地
は
、
市
民
が
里
親

と
な
り
、
除
草
を
含
む
管
理
を
行
っ

て
い
る
。

各
家
庭
備
蓄
品
の
扱
い

と
自
主
防
災
組
織

質
問
　

本
市
で
は
防
災
時
の
備
蓄

品
と
し
て
３
日
分
を
確
保
し
て
お

く
よ
う
市
民
に
促
し
て
い
る
が
、

そ
の
保
管
場
所
の
周
知
は
万
全
か
。

答
弁
　
（
市
民
部
部
長
）
一
般
的
に

は
玄
関
付
近
が
望
ま
し
く
、
今
後

広
報
誌
等
で
呼
び
掛
け
の
際
に
、

合
わ
せ
て
記
載
を
し
て
い
く
。

質
問
　

自
主
防
災
組
織
の
状
況
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
市
内
で
57
の
防
災

組
織
を
結
成
。
結
成
率
は
90
・

4
％
で
あ
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

〇 

小
学
生
の
夏
期
登
下
校
。
遠
方

か
ら
の
徒
歩
通
学
児
童
の
状
況
。

質
問
　

令
和
６
年
度
介
護
報
酬
改

定
に
伴
い
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬

が
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
把
握
し
て
い

る
市
内
事
業
者
、
利
用
者
の
状
況
は
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
ヘ
ル

パ
ー
１
人
あ
た
り
の
担
当
件
数
を

増
や
し
た
と
の
回
答
を
、
複
数
の

事
業
者
か
ら
得
た
。
利
用
者
へ
の

影
響
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
が
、
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り

た
い
。

質
問
　

本
市
が
行
う
介
護
事
業
所
へ

の
支
援
策
実
績
、
介
護
資
格
取
得

支
援
導
入
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁
　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
の
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
単
位
数
を
変
更
せ
ず
据

え
置
い
て
い
る
。
資
格
取
得
費
用

助
成
の
取
り
組
み
は
な
い
が
、
介

護
事
業

所
等
に

物
価
高

騰
対
応

補
助
金

を
交
付

し
た
。

人
口
将
来
推
計

質
問
　

消
滅
可
能
性
都
市
を
提
唱

し
た
通
称
「
増
田
レ
ポ
ー
ト
」
の
最

新
版
、『
地
方
自
治
体
「
持
続
可
能

性
」
分
析
レ
ポ
ー
ト
』
が
本
年
４
月

に
発
表
さ
れ
た
。
本
市
は
消
滅
可

能
性
自
治
体
に
入
っ
て
い
な
い
が
、

今
後
の
参
考
と
し
て
は
。

答
弁
　
（
市
長
）「
消
滅
可
能
性
」

と
い
う
言
葉
が
市
民
感
情
に
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
と
懸
念
す
る
。
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
人

口
推
計
な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら

分
析
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
捉

え
て
い
る
。

質
問
　

市
独
自
の
移
住
支
援
策
が

必
要
と
考
え
る
が
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
次
長
）
龍
ケ

崎
市
や
取
手
市
で
住
宅
関
連
補
助

制
度
を
実
施
。
本
市
で
は
実
施
し

て
い
な
い
が
、
わ
く
わ
く
茨
城
生

活
実
現
事
業
に
お
け
る
移
住
支
援

金
の
18
歳
未
満
世
帯
員
の
加
算
額

を
１
０
０
万
円
に
引
き
上
げ
て
い

る
。

除草作業前 作業後
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

伊藤 知子 議員 市庁舎の建て替えの考えは

答弁）建て替えの計画を検討する時期に来ている

質
問
　

今
後
、
庁
舎
の
建
て
替
え

を
検
討
さ
れ
る
の
か
。

答
弁
　
（
総
務
部
長)

劣
化
度
調
査

報
告
書
に
て
、
建
て
替
え
は
、
耐

震
安
全
性
の
確
保
、
老
朽
化
、
分

散
化
及
び
狭
隘
化
の
解
消
等
、
多

く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
示
さ
れ
、

今
後
検
討
を
進
め
る
。
仮
に
建
て

替
え
を
行
う
場
合
は
多
額
の
予
算

措
置
が
必
要
で
あ
り
、
非
常
に
重

要
な
施
設
整
備
計
画
と
認
識
し
て

い
る
。

帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ

ン
に
公
費
助
成
を

質
問
　

市
民
が
待
ち
望
ん
で
い
る
、

ワ
ク
チ
ン
へ
の
公
費
助
成
を
実
施

し
て
頂
け
な
い
か
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
長
）
任
意
接

種
に
は
、
特
に
費
用
対
効
果
、
優

先
順
位
等
の
整
理
が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た
高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
助
成
を
今
年

度
で
終
了
す
る
こ
と
等
も
含
め
、

計
画
的
に
進
め
て
い
る
。
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
機
を
見

て
助
成
開
始
が
で
き
る
よ
う
引
き

続
き
準
備
を
継
続
し
て
い
く
。

若
者
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー

ズ
（
市
販
薬
の
過
剰
摂

取
）
へ
の
対
策

質
問
　
「
薬
物
乱
用
防
止
」
に
関
す

る
授
業
の
内
容
は
。

答
弁
　
（
教
育
部
長
）
小
中
学
校
で

『
一
回
だ
け
な
ら
平
気
だ
よ
』
な
ど

の
誘
い
に
乗
っ
て
は
い
け
な
い
事
、

オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
に
関
し
て
は
教

科
書
で
、

飲
む
量

を
正
し

く
守
っ

て
使
う

こ
と
の

必
要
性
を
学
習
し
て
い
る
。

質
問
　

孤
立
孤
独
の
問
題
と
し
て
、

若
者
の
居
場
所
作
り
へ
の
市
の
支

援
策
を
伺
う
。

答
弁
　
（
市
長)

日
常
生
活
の
中
で

「
誰
か
と
緩
や
か
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
い
う
環
境
作
り
、
支
援
を

求
め
る
声
を
上
げ
や
す
い
場
の
提

供
の
た
め
、
分
野
横
断
か
つ
官
民

の
垣
根
を
越
え
た
情
報
提
供
や
包

括
的
相
談
支
援
体
制
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

藤田 尚美 議員 こども誰でも通園制度の導入予定は

答弁）国の示す令和８年度の本格実施に向け準備

質
問
　

導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課

題
は
何
か
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
長
）
人
員
確

保
量
が
算
定
で
き
な
い
こ
と
、
一

時
預
か
り
保
育
と
の
住
み
分
け
や

障
が
い
を
持
つ
お
子
様
の
受
け
入

れ
に
あ
た
っ
て
の
人
員
配
置
と
環

境
の
整
備
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

質
問
　

一時
預
か
り
事
業
と
こ
ど
も

誰
で
も
通
園
制
度
を
市
民
が
利
用
し

や
す
く
な
る
よ
う
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
く
の
か
。

答
弁
　

具
体
的
な
運
用
方
法
や
住

み
分
け
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
を

重
ね
、
保
護
者
や
保
育
現
場
に
お

い
て
混
乱
を
き
た
さ
な
い
よ
う
適

切
な
対
応
を
取
る
。

質
問
　

保
育
士
不
足
の
確
保
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
既
に
離
職
防
止
の

取
組
み
と
し
て
民
間
保
育
園
に
勤

務
す
る
保
育
士
に
対
し
補
助
金
を

交
付
し
て
お
り
、
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
本
年
２
月

に
は
茨
城
県
知
事
に
対
し
要
望
書

を
提
出
し
た
。
引
き
続
き
保
育
士

確
保
と
離
職
防
止
に
努
め
て
い
き

た
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援

質
問
　

習
い
事
へ
の
助
成
は
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
長
）
助
成
は

行
っ
て
な
い
が
、
助
成
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
の
状
況
把
握
を
行
い
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
子
ど
も
の
教

育
支
援
を
検
討
す
る
。

質
問
　

父
子
家
庭
へ
の
支
援
の
充
実

を
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁
　

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

の
際
に
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
内
容
を
見
直
し
、
支
援
に
向
け

た
実
態
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

質
問
　

就
活
の
為
の
ス
ー
ツ
や
バ
ッ

グ
の
レ
ン
タ
ル
を
し
て
就
活
応
援
を

し
た
ら
ど
う
か
。

答
弁
　

実
施
し
て
い
る
自
治
体
の

状
況
を
把
握
し
、
ひ
と
り
親
家
庭

が
就
活
の
際
に
求
め
る
支
援
に
つ

い
て
、
実
態
の
把
握
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

市ホー ム ペ ージ 等 で、
薬物乱用・オーバードー
ズや相談窓口について
広報している。

　



賛成全員で可決または認定等された議案等
議案番号 議　　　案　　　等　　　名

４０号 専決処分の承認を求めることについて

４１号 専決処分の承認を求めることについて

４２号 牛久市特別職の職員で常勤のものの給料の特例に関する条例に
ついて

４３号 牛久市税条例の一部を改正する条例について

４５号 令和６年度牛久市一般会計補正予算（第１号）

４６号 令和６年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

議員提出議案
第２号 特別委員会の設置について

意見書案第３号 小学校、中学校及び義務教育諸学校の学校給食費の無償化を求
める意見書の提出について

賛否が分かれた議案等

議
案
番
号

議　案　等　名

市
民
ク
ラ
ブ

自
民
党
う
し
く
２１

公

明

党

日
本
維
新
の
会

日
本
共
産
党

う
し
く
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

無
会
派（
小
松
崎
）

無
会
派（
山
本
）

無
会
派（
池
辺
）

無
会
派（
甲
斐
）

無
会
派（
磯
山
）

議

決

結

果

４４号
牛久市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例に
ついて

〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

４７号 物品購入契約の締結について 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 可
決

４８号
茨城県後期高齢者医療広域
連合規約の一部を改正する規
約について

〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

意見
書案
２号

災害発生時における信頼性の
高い情報連携体制の構築へ
の支援を求める意見書の提出
について

× 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

意見
書案
４号

地方自治法改正に関して地方
自治の本旨を守ることを求め
る意見書の提出について

〇 × × × 〇 × × 〇 × × 〇 否
決

意見
書案
５号

脳脊髄液減少（漏出）症医療
改善に関する意見書の提出
について

〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可
決

請願
２号

脳脊髄液減少（漏出）症医療改
善に関する請願 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 採

択

凡例：　○・・・賛成、×・・・反対
諸橋太一郎議長（自民党うしく21）は採決には加わっておりません議案の審議結果

（ 13 ）第 119 号　　牛久市議会だより　　令和 6 年 7 月 31 日

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

会派構成
市民クラブ 自民党

うしく２１ 公明党 日本共産党 日本維新
の会

うしく未来
プロジェ

クト
無会派

黒木のぶ子 諸橋　太一郎 藤田　尚美 遠藤　憲子 伊藤　裕一 塚原　正彦 小松崎　伸
須藤　京子 石原　幸雄 鈴木　勝利 大森　和夫 水梨　伸晃 柳井　哲也 山本　伸子
杉森　弘之 髙嶋　基樹 伊藤　知子 池辺　己実夫
出澤　　大 甲斐　徳之助
加藤　政之 磯山　和男
※ 牛久市議会では会派制を採用しているため、会派名で記載しています。

池辺 己実夫 議員「二所ノ関通り」との愛称を

答弁）現在の愛称の変更は難しいが、検討していく

質
問
　

二
所
ノ
関
部
屋
の
大
の
里

関
が
、
初
土
俵
か
ら
所
要
７
場
所

目
で
史
上
最
速
の
初
優
勝
を
果
た

し
た
が
、
ひ
た
ち
野
う
し
く
駅
か

ら
二
所
ノ
関
部
屋
へ
続
く
通
り
に

「
二
所
ノ
関
通
り
」
と
の
愛
称
を
つ

け
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁
　
（
建
設
部
長
）
現
在
、
そ
の

通
り
に
は
市
民
か
ら
の
公
募
に
よ

り「
ひ
た
ち
野
ひ
が
し
通
り
」と「
ふ

れ
あ
い
通
り
」
と
い
う
愛
称
が
つ

け
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
市
民
や

地
元
の
皆
様
の
思
い
を
軽
視
す
る

こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
た
め
、

簡
単
に
愛
称
を
変
更
で
き
な
い
が
、 

二
所
ノ
関
部
屋
を
応
援
す
る
こ
と

は
自
然
な
流
れ
で
あ
る
た
め
、
検

討
し
て
い
く
。

二
所
ノ
関
部
屋
と
連
携

し
た
ま
ち
の
活
性
化

質
問
　

二
所
ノ
関
部
屋
と
連
携
し

た
ひ
た
ち
野
う
し
く
地
区
の
シ

テ
ィ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
市
の
考
え
は
。

答
弁
　
（
市
長
公
室
次
長
） 

二
所
ノ

関
親
方
が
Ｊ
Ｒ
ひ
た
ち
野
う
し
く

駅
か
ら
徒
歩
10
分
の
、
当
市
に
隣

接
し
た
地
に
部
屋
を
構
え
ら
れ
、

ひ
た
ち
野
う
し
く
地
区
が
、
二
所

ノ
関
部
屋
所
属
の
力
士
達
の
生
活

拠
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
市

に
と
っ
て
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
り
、「
力
士
に
逢
え
る
街
」
と
い

う
視
点
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

す
る
こ
と
も
大
変
効
果
的
な
手
段

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
二
所
ノ

関
部
屋
等
、
関
係
各
所
の
協
力
が

得
ら
れ
れ
ば
、
二
所
ノ
関
親
方
や
、

力
士
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
、
市
の
施
設
や
店
舗
等
の
情
報

に
つ
い
て
紹
介
で
き
る
よ
う
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
構
成
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。 

二所ノ関部屋を阿見町とともに応援！
（ひたち野うしく駅）



地
方
自
治
法
改
正
に
関
す
る

意
見
書

（
内
容
）
国
の
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
補

充
的
な
指
示
が
、
地
方
分
権
や
地
方
自

治
の
本
旨
に
反
す
る
と
し
て
改
正
を
求

め
る
も
の
。

保
健
福
祉
常
任
委
員
会

国
民
健
康
保
険
税
の
一
部
を
改
正

（
内
容
）
高
齢
者
の
医
療
費
の
増
加
に
伴
う

保
険
税
の
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る

た
め
改
正
す
る
も
の

改
正
１
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ

　
（
後
期
高
齢
者
支
援
分
を
２
万
円
引
き
上

げ
）

改
正
２
軽
減
判
定
所
得
の
引
き
上
げ

　
（
５
割
軽
減
と
２
割
軽
減
の
金
額
引
き
上

げ
）

問 

賦
課
限
度
額
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

引
き
上
げ
に
よ
る
市
へ
の
影
響
額
、
ま
た

軽
減
判
定
所
得
の
引
き
上
げ
に
よ
る
市
へ

の
影
響
額
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
か
。

答 

令
和
６
年
３
月
末
現
在
の
試
算
に
よ
る

と
、
改
正
前
に
お
け
る
限
度
額
の
22
万

円
ま
で
賦
課
さ
れ
て
い
た
世
帯
が

総
務
企
画
常
任
委
員
会

令
和
６
年
度
分
の
個
人
市
民
税
の

定
額
減
税
と
固
定
資
産
税
の
評
価

替
え
に
伴
う
牛
久
市
税
条
例
の
改
正

問 

定
額
減
税
に
伴
う
調
整
給
付
対
象
者

（
定
額
減
税
さ
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る

人
）
へ
の
支
給
時
期
は
。

答 

シ
ス
テ
ム
の
改
修
後
８
月
上
旬
に
は
対

象
者
に
通
知
し
、
中
旬
以
降
に
支
給
で

き
る
よ
う
進
め
る
。

問 

定
額
減
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
の
対

応
は
。

答 

市
役
所
内
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置

を
予
定
し
て
い
る
。

問 

年
金
所
得
者
の
減
税
は
い
つ
か
ら
に
な

る
か
。

答 

10
月
支
給
分
か
ら
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

不
祥
事
に
対
す
る
監
督
責
任
と
し
て

市
長
の
給
料
を
１
か
月
10
％
減
額

問 

不
祥
事
に
係
る
関
係
職
員
等
の
処
分
が

な
さ
れ
、
再
発
防
止
策
も
含
め
今
後
市

民
へ
の
報
告
は
い
つ
頃
行
う
の
か
。

答 

事
件
発
覚
か
ら
１
年
以
内
を
目
途
に
、

報
告
書
の
形
で
公
表
を
考
え
て
い
る
。

２
２
４
世
帯
で
あ
り
、
今
回
の
改
正
に

よ
り
限
度
額
24
万
円
ま
で
賦
課
さ
れ
る

世
帯
が
１
９
３
世
帯
と
な
る
。
こ
れ
に

よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
増
は

４
２
０
万
４
７
０
０
円
と
見
込
ん
で
い

る
。

　
　
ま
た
、
５
割
軽
減
の
改
正
前
の
世
帯
数

が
１
１
１
５
世
帯
に
対
し
、
改
正
後
は

１
１
３
７
世
帯
と
な
り
、
２
割
軽
減
に

つ
い
て
は
、
１
０
６
５
世
帯
に
対
し

１
０
８
７
世
帯
と
な
る
見
込
み
で
、
国

民
健
康
保
険
税
の
均
等
割
額
が

94
万
６
４
８
０
円
の
減
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。

※
脳
脊
髄
液
減
少
（
漏
出
）
症
医

療
改
善
に
関
す
る
請
願

（
内
容
）
国
や
県
に
対
し
難
治
性
の
患
者
の

診
断
基
準
の
確
立
を
急
ぎ
、
治
療
方
法

の
開
発
研
究
や
治
療
体
制
の
整
備
、
長

期
疾
患
患
者
の
指
定
難
病
へ
の
追
加
、

茨
城
県
内
に
専
門
医
の
い
る
拠
点
病
院

を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
も
の
。

※
脳
脊
髄
液
減
少
（
漏
出
）
症
と
は

　
　

 

外
傷
等
で
脳
脊
髄
液
が
漏
れ
出
す
こ
と
に
よ

り
、
頭
痛
、
頸
部
痛
、
め
ま
い
、
倦
怠
感
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
呈
す
る
疾
患
の
こ
と
。

予
算
常
任
委
員
会

今
秋
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
に

１
億
８
７
８
５
万
８
千
円

問 

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
者
は
。

答 

令
和
６
年
度
か
ら
は
65
歳
以
上
の
方
と

60
歳
か
ら
64
歳
の
内
部
障
害
１
級
の
方

が
対
象
と
な
る
。

問 

接
種
対
象
者
へ
の
接
種
券
の
送
付
や
予

約
方
法
な
ど
は
ど
う
な
る
の
か
。

答 

接
種
券
の
送
付
時
期
は
今
は
未
定
で
あ

る
。
予
約
に
つ
い
て
は
、
ご
自
身
で
希

望
す
る
医
療
機
関
に
予
約
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
る
。
自
己
負
担
は
４
千
円
。

。
保
護
者
等
か
ら
の
相
談
窓
口

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
へ

２
９
４
万
１
千
円

問 

（
仮
称
）
学
校
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開

設
す
る
目
的
と
理
由
を
伺
う
。

答 

保
護
者
が
学
校
や
教
育
委
員
会
に
対
す

る
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
を
気
軽
に
相

談
で
き
る
窓
口
と
し
て
、
コ
ー
ル
セ
ン

令和 6 年 7 月 31 日　　牛久市議会だより　　第 119 号（ 14 ）

常

任

委

員

会

審

査

報

告

地域の方や児
童生徒本人か
らの問い合わ
せにも対応す
る。



タ
ー
を
開
設
す
る
こ
と
と
し
た
。
今
ま

で
の
事
例
に
お
い
て
、
学
校
で
の
初
期

対
応
で
の
方
向
性
が
違
う
こ
と
な
ど
が

あ
り
長
期
化
す
る
事
例
が
あ
っ
た
。
ま

た
学
校
で
は
対
応
で
き
な
い
事
例
な
ど

も
増
え
つ
つ
あ
り
、
教
員
の
心
理
的
な

負
担
に
も
な
っ
て
い
た
。
初
期
段
階
か

ら
教
育
委
員
会
が
携
わ
る
こ
と
で
、
早

期
解
決
を
目
指
す
目
的
が
あ
る
。

問 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
校
長
経
験

者
を
配
置
す
る
と
し
た
理
由
は
。

答 

教
育
や
学
校
に
関
す
る
内
容
の
た
め
、

様
々
な
経
験
を
有
し
た
管
理
職
の
経
験

が
長
い
校
長
を
対
象
と
し
た
。
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
り
、
教
育
委
員

会
全
体
と
し
て
の
み
で
な
く
、
専
門
部

門
や
福
祉
部
門
な
ど
と
の
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
支
援
を
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

地
域
公
共
交
通
の
課
題
解
消
に
向

け
て
４
市
（
牛
久
、
つ
く
ば
、
土
浦
、

下
妻
）
で
実
証
実
験

８
０
２
６
万
９
千
円

問 

国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
を
活
用
し
４
市
が
連
携
し
て
、
公

共
交
通
の
維
持
拡
充
に
む
け
て
実
証
実

験
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
一
つ

で
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
バ
ン
ク
の
創
設
に

つ
い
て
具
体
的
な
内
容
は
。

答 

地
域
交
通

に
お
け
る

ド
ラ
イ

バ
ー
不
足

に
対
応
す

る
た
め
普

通
免
許
の

ド
ラ
イ

バ
ー
を
募

集
し
、
各

地
域
で
自

家
用
有

償
旅
客

運
送
の
運

行
を
担
っ

て
い
た
だ
く
。
４
市
で
約
70
～
80
名
、

牛
久
市
に
お
い
て
は
17
名
の
登
録
者
を

想
定
し
て
い
る
。

問 

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
化
に
よ
る
実
証
実

験
で
は
、
課
題
解
消
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
。

答 

実
証
実
験
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
現

在
の
う
し
タ
ク
の
足
り
な
い
部
分
に
充

て
る
運
行
形
態
を
基
本
と
し
て
検
討
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
う
し
タ
ク
の
利
用

者
は
高
齢
者
で
病
院
の
通
院
が
多
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
平
日
の
午
前
中
や

土
曜
日
な
ど
の
運
行
を
視
野
に
入
れ
検

や
椅
子
、
音
楽
室
の
机
や
椅
子
、
理
科

準
備
室
及
び
技
術
準
備
室
の
収
納
棚
、

音
楽
準
備
室
の
楽
器
保
管
庫
な
ど
を
購

入
す
る
も
の
。

問 

既
存
の
物
品
で
使
用
可
能
な
も
の
は
。

答 

一
般
教
室
で
使
用
す
る
机
・
椅
子
は
継

続
し
て
使
用
。
そ
れ
以
外
は
、
校
舎
竣

工
時
か
ら
の
も
の
で
経
年
劣
化
を
考
慮

し
新
品
と
す
る
。
ま
た
、
理
科
室
や
技

術
室
等
（
専
門
教
室
）
の
棚
・
実
験
台

は
固
定
式
で
あ
り
、
同
じ
く
状
態
が
悪

い
た
め
購
入
す
る
。

問 

施
設
一
体
型
建
設
事
業
の
予
算
の
見
込

み
と
今
後
追
加
工
事
な
ど
は
な
い
の
か
。

答 

当
初
の
38
億
７
０
０
０
万
円
の
金
額
を

上
回
る
予
定
は
な
い
。
追
加
工
事
に
つ

い
て
は
、
増
築
校
舎
の
建
設
工
事
が
遅

れ
た
こ
と
で
、
供
用
開
始
が
令
和
７
年

１
月
に
延
期
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
う
北

校
舎
の
改
修
工
事
以
外
に
予
定
は
な
い
。

小
学
校
、
中
学
校
及
び
義
務
教
育

学
校
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

求
め
る
意
見
書

（
内
容
）
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
、

子
育
て
支
援
策
の一
環
と
し
て
国
庫
負

担
と
す
る
こ
と
が 

望
ま
し
い
と
判
断
し
、

関
係
法
令
の
早
急
な
整
備
を
、
国
会
及

び
政
府
に
対
し
強
く
要
請
す
る
も
の
。

討
し
て
い
る
。
ま
た
、
交
通
空
白
地
の

解
消
と
し
て
は
ど
の
地
域
に
す
る
か
も

検
討
中
で
あ
り
、
運
行
地
域
は
市
内
の

み
と
し
て
、
運
賃
は
う
し
タ
ク
と
同
程

度
と
考
え
て
い
る
。

教
育
文
化
常
任
委
員
会

。
お
く
の
義
務
教
育
学
校
新
校
舎
内

の
物
品
購
入  

３
５
３
０
万
７
千
円

（
内
容
）
本
年
12
月
に
完
成
予
定
の
お
く
の

義
務
教
育
学
校
新
増
築
棟
の
、
理
科
室

の
実
験
台
や
椅
子
、
技
術
室
の
技
術
机
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経年劣化が著しい技術机や椅子、音楽室の椅子など

実証実験のイメージ図



　
令
和
６
年
度
第
２
回
定
例
会
に

上
程
さ
れ
た
議
案
は
少
な
か
っ
た
も

の
の
、
地
方
自
治
体
に
大
き
な
関
係

の
あ
る
地
方
自
治
法
改
正
案
に
関

し
て
、
闊
達
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
議
案
に
対
し
て
議
員
そ
れ
ぞ
れ
の

意
見
は
様
々
で
す
が
、
意
見
を
互
い

に
主
張
し
、
議
論
す
る
こ
と
に
議
会

と
し
て
の
存
在
意
義
が
あ
る
の
だ
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。
編
集
後
記
を

読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
市
民
の
皆
様
に

は
、
議
会
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
に
も
興
味
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　
牛
久
市
が
も
っ
と
暮
ら
し
や
す
く

な
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
皆

様
の
市
政
へ
の
参
画
が
必
要
で
す
。

　
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
に
市
政
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

紙
面
作
り
に
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
出
澤
）

広
報
常
任
委
員
会

委
　
員
　
長
　
山
本
　
伸
子

副
委
員
長
　
水
梨
　
伸
晃

委
　
　
員
　
磯
山
　
和
男

　
　
　
　
　
大
森
　
和
夫

　
　
　
　
　
伊
藤
　
知
子

　
　
　
　
　
出
澤
　
　
大

　
　
　
　
　
髙
嶋
　
基
樹

編
　集
　後
　記

取
手
市
に
義
援
金
届
け
る

　浸
水
な
ど
甚
大
な
被
害
が

出
た
取
手
市
に
議
長
が
市
議

会
を
代
表
し
て
、
義
援
金
を

届
け
ま
し
た
。

▶保健センター１階に子ども家庭課が移転
▶妊娠期から子育てまで継続した支援の拠点に！

大学生の協力コーチたち

議会TOPICS

学校にバドミントン部が
なかったので、ここで活動
できるのがうれしいです 部活動の地域移行とは・・・

学校が主体となって行っ
てきた部活動を新たに地
域が主体となって活動す
る地域クラブ活動に移行
すること。

取材を終えて
　今回うしくＢＣを見学させてい
ただき、地域移行のメリットであ
る、「専門的な指導を受けられる
こと」、「学校活動以外の交流が生
まれること」を実感しました。

市議会の情報を伝えるため
に、議会だよりの他、ホー
ムペー ジや YouTube で
情報を発信しています。 

パソコンやスマホ
から議会中継を見
ることができます。

チーム代表より
 牛久市の中学校にはバドミントン部がない状況で、バド
ミントンをやりたい中学生に活動できる場所を提供してあ
げたいという思いから設立したチームです。部活動の代わ
りを担うことを念頭に活動しています。

　ひたち野うしく中、下根中、牛久三中の中学生が元気
に、そして真剣にバドミントンの練習をしていました。
牛久市から地域クラブ活動の承認を受けたことにより、ビ
ギナーズ大会など出場できる大会が増えたとのこと。

バドミントンはやったこと
がなかったけれど、友だち

に誘われて入りました

大会に向けて練習中！ うしくＢＣ（中学生バドミントンチーム）
　今年度、「部活動の地域移行の受け皿となっている地域クラブ活動」
として牛久市より承認を受けたうしくＢＣを広報委員で見学しました。

コーチの他、大学生の指導協力あり
　将来、部活顧問や地域クラブの指導者の希望があり、中
学生を教えることで指導方法を学びに来ているとのこと。
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知っ得！ 

 

どんな議員がいるの？ 
議員と連絡が取りたい。 

→ 議員名簿 

 
いつ議会が開かれるの？ 
 → 定例会の日程 

 
 意見や要望を伝えたい 

→ 請願・陳情  
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